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■SCSKグループの姿を抜本的に変⾰する中⻑期戦略が必要
－加速するIT投資の質的変化への対応
－ITをトリガーに進化する社会や企業を⾒据えた価値創出⼒の向上

SCSKグループを取り巻く事業環境
 デジタル社会が本格到来
ITサービス業界全体の構造変化が求められる

【国内IT市場】
・緩やかな成⻑が続くが、⼤型開発案件は⼀巡
・クラウド化の進⾏、先端技術による
DXの加速など質的変化が起こる

・ビジネスとITが密接化し、IT内製化が進む
・withコロナ時代の「ニューノーマル」において
デジタル技術の有効活⽤が重要なファクターに

・⼈材需要は、課題解決型から価値創造型へ
・IT⼈材の顧客企業含めた争奪競争が激化 等

【顧客動向】
・DX化の加速に伴い、業界を越えた
融合サービスの提供が拡⼤

・DX領域の内製化
➡顧客がITの提供側へ 等

【技術・トレンド】
・AI、IoT、５G、シェアリング、API等
新技術やトレンドを組合せたソリュー
ションのデファクト化 等
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社会課題
≪世界≫
技術的⾰新による
破壊的イノベーション

企業・組織への
サイバー攻撃

⾃然環境の変化
≪⽇本≫
⾼齢化の進⾏
⼈⼝の減少
社会インフラの⽼朽化

等

影
響

中期経営計画
（FY2020〜2022）

⽬指す姿
- グランドデザイン2030 - 影

響

 グループの成⻑戦略として「サステナビリティ経営」を推進
経営計画の全体像

経営理念

経営理念の実践
- マテリアリティ -

ステーク
ホルダー

社員
顧客
株主・投資家
パートナー企業
地域社会

等
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受
託
型

事
業
主
体

社会への新たな価値創出

協
業
型

⼈財投資（知と技術の探索と深化）成⻑
ドライバー

⼀⼈ひとりが⾃律的に成⻑するプロフェッショナル集団

お客様のビジネス成⻑
への貢献

コア事業の
⾼度化・拡⼤

社会との共創

顧客との共創

SCSKグループ
としての共創

３つの社会の実現
- 豊かな未来社会
- 安⼼・安全な社会
- ⼈々がいきいきと活躍
できる社会

個客課題 マーケット課題 社会課題

2030年

〜 ITの、つぎの、幸せへ。〜
共創ITカンパニー

売上⾼1兆円への挑戦

グランドデザイン2030
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中期経営計画 基本戦略（21年3⽉期〜23年3⽉期）

DX事業化
顧客･異業種･グローバル共創
により新たな事業を創出

事業⾰新
業務プロセスと顧客接点の
⾰新で競争優位を確⽴

 3つの基本戦略と経営基盤強化により、グローバルベースで事業を拡⼤

【経営基盤強化】

グループ総合⼒強化
（組織間連携の推進） ⼈を活かす経営の推進 共創の企業⽂化づくり

⼈財投資
⾼度化･多様化・拡充で
事業成⻑を加速

投資額400億円 投資額100億円 投資額500億円

経営指標
売上⾼

5,000億円以上
営業利益率

10.0％〜12.0％
ROE

15％以上


